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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第47期

第３四半期連結
累計期間

第48期
第３四半期連結

累計期間
第47期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成26年４月１日
至平成26年12月31日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 (百万円) 61,591 65,154 83,379

経常利益 (百万円) 3,508 5,309 4,875

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,206 3,875 3,105

四半期包括利益または包括利益 (百万円) 2,410 4,232 3,275

純資産額 (百万円) 31,634 36,980 33,054

総資産額 (百万円) 88,095 91,614 91,142

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 60.59 106.44 85.30

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 35.9 40.4 36.3
 

 

回次
第47期

第３四半期連結
会計期間

第48期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 26.64 34.91
 

(注) １ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２ 売上高等の金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。

３ 売上高には消費税等は含まれておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

(1) 事業内容の重要な変更

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

(2) 主要な関係会社の異動

当第３四半期連結累計期間において、当社のその他の関係会社であったＪＦＥスチール株式会社(以下、「ＪＦＥス

チール」)は、平成26年５月14日付で、同じくその他の関係会社であったＪＦＥ商事株式会社(以下、「ＪＦＥ商事」)

から、同社が保有する当社株式の一部(4,230,000株)を市場外の相対取引で取得いたしました。

これにより、ＪＦＥスチールは、当社の総株主等の議決権に対する割合が50％を超えるため、新たに当社の親会社

となりました。なお、当該取引により、ＪＦＥ商事は、当社のその他の関係会社でなくなっております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

(1) 業績の状況

① 業績及び経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間(平成26年４月～平成26年12月)におけるわが国経済は、４月の消費税引き上げの反

動などにより、個人消費等に弱さが見られたものの、全体としては緩やかな回復基調が継続したものと見ており

ます。

当社グループの属する建設業界におきましても、公共投資は東日本大震災からの復興事業、および平成25年度

補正予算執行開始の効果等があり、概ね堅調さを維持しております。足元は人手不足等に起因する工事の遅れの

影響から停滞感も見られますが、当第３四半期連結累計期間全体としては底堅く推移いたしました。

このような経営環境のなか、当第３四半期連結累計期間における当社グループの連結業績につきましては、堅

調な需要を背景に、売上高は65,154百万円(前年同四半期比5.8%増)となり、また利益につきましては、収益性を

重視した営業活動を展開したことに加え、コスト削減を継続して推進したことによる効果もあり、営業利益5,194

百万円(前年同四半期比46.6%増)、経常利益5,309百万円(前年同四半期比51.3%増)、四半期純利益は3,875百万円

(前年同四半期比75.7%増)となりました。

 

セグメント別の概況は、以下のとおりであります。

(仮設鋼材事業)

仮設鋼材事業におきましては、賃貸および工事の採算が改善したこと等により、売上高は58,492百万円(前年同

四半期比6.7%増)、経常利益は4,169百万円(前年同四半期比67.8%増)となりました。

 

(建設機械事業)

建設機械事業におきましては、需要が堅調に推移し、売上高は9,927百万円(前年同四半期比6.0%増)、経常利益

は1,363百万円(前年同四半期比14.9%増)となりました。
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② 財政状態の分析

(資産の部)

当第３四半期連結会計期間末における資産の部は、前連結会計年度末と比較して473百万円(0.5％)増加し、

91,614百万円となりました。

これは主に、現金及び預金が1,566百万円減少した一方で、賃貸用建設機械が982百万円、たな卸資産が712百万

円増加したことによるものであります。

 

(負債の部)

当第３四半期連結会計期間末における負債の部は、前連結会計年度末と比較して3,453百万円(5.9％)減少し、

54,635百万円となりました。

これは主に、支払手形及び買掛金と電子記録債務を合わせた仕入債務が1,004百万円増加した一方で、借入金が

4,500百万円減少したことによるものであります。

 

(純資産の部)

当第３四半期連結会計期間末における純資産の部は、前連結会計年度末と比較して3,926百万円(11.9％)増加

し、36,980百万円となりました。

これは主に、その他有価証券評価差額金が378百万円増加し、四半期純利益3,875百万円を計上した一方で、剰

余金の配当546百万円(前期末配当１株当たり10円、中間配当5円)の支払いを実施したことによるものでありま

す。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更または新たに生じた

課題はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 97,500,000

計 97,500,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月３日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 36,436,125 36,436,125
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数100株

計 36,436,125 36,436,125 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年10月１日～
平成26年12月31日

― 36,436 ― 4,398 ― 4,596
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

34,700
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

36,343,700
363,437 ―

単元未満株式
普通株式

57,725
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 36,436,125 ― ―

総株主の議決権 ― 363,437 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義

の株式が、それぞれ1,500株(議決権15個)及び９株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ジェコス株式会社
東京都中央区日本橋
浜町二丁目31番１号

34,700 ― 34,700 0.10

計 ― 34,700 ― 34,700 0.10
 

(注) １ 上記「自己株式等」は、全て当社保有の自己株式であります。

２ 平成26年12月31日現在の当社保有の自己株式数は35,442株であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,038 2,472

  受取手形及び売掛金 33,529 ※3  34,019

  建設仮設材 25,154 25,727

  商品 2,352 2,382

  製品 293 354

  仕掛品 443 420

  原材料及び貯蔵品 343 415

  その他 ※2  1,673 ※2  800

  貸倒引当金 △521 △476

  流動資産合計 67,304 66,114

 固定資産   

  有形固定資産   

   賃貸用建設機械（純額） 1,753 2,735

   建物及び構築物（純額） 2,772 2,731

   土地 12,819 12,819

   リース資産（純額） 1,235 731

   その他（純額） 638 690

   有形固定資産合計 19,217 19,706

  無形固定資産 473 474

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,585 3,361

   退職給付に係る資産 821 1,260

   その他 1,008 977

   貸倒引当金 △267 △278

   投資その他の資産合計 4,147 5,320

  固定資産合計 23,837 25,501

 資産合計 91,142 91,614
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 22,777 ※3  22,937

  電子記録債務 5,431 ※3  6,274

  短期借入金 17,900 10,900

  リース債務 914 645

  未払法人税等 664 600

  賞与引当金 727 455

  引当金 33 -

  その他 2,238 2,954

  流動負債合計 50,684 44,766

 固定負債   

  長期借入金 3,850 6,350

  リース債務 760 333

  再評価に係る繰延税金負債 1,945 1,945

  引当金 192 218

  退職給付に係る負債 128 137

  その他 529 886

  固定負債合計 7,404 9,869

 負債合計 58,088 54,635

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,398 4,398

  資本剰余金 4,596 4,596

  利益剰余金 24,087 27,659

  自己株式 △16 △20

  株主資本合計 33,064 36,632

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 539 917

  土地再評価差額金 △1,105 △1,105

  退職給付に係る調整累計額 556 536

  その他の包括利益累計額合計 △10 347

 純資産合計 33,054 36,980

負債純資産合計 91,142 91,614
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 61,591 65,154

売上原価 49,805 51,614

売上総利益 11,786 13,541

販売費及び一般管理費 8,244 8,347

営業利益 3,542 5,194

営業外収益   

 受取利息 2 0

 受取配当金 11 11

 持分法による投資利益 134 177

 その他 33 87

 営業外収益合計 179 275

営業外費用   

 支払利息 184 145

 手形売却損 11 3

 その他 19 13

 営業外費用合計 213 160

経常利益 3,508 5,309

特別利益   

 固定資産売却益 - ※  246

 特別利益合計 - 246

特別損失   

 事務所移転費用 101 -

 特別損失合計 101 -

税金等調整前四半期純利益 3,407 5,555

法人税、住民税及び事業税 591 1,009

法人税等調整額 610 672

法人税等合計 1,201 1,681

少数株主損益調整前四半期純利益 2,206 3,875

少数株主利益 - -

四半期純利益 2,206 3,875
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,206 3,875

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 211 378

 土地再評価差額金 △6 -

 退職給付に係る調整額 - △20

 その他の包括利益合計 205 358

四半期包括利益 2,410 4,232

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,410 4,232

 少数株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更並びに割引率の決定方法を割引率決定の基礎とな

る債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込

期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が377百万円増加し、利益剰余金が243百万

円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響は軽微であります。
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(四半期連結貸借対照表関係)

１ 受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

243百万円 226百万円
 

　

※２ 手形売却未収入金

前連結会計年度(平成26年３月31日)

流動資産の「その他」には、手形債権流動化による留保部分が308百万円含まれております。なお、これに対応

する手形譲渡残高は1,116百万円であります。

　

当第３四半期連結会計期間(平成26年12月31日)

流動資産の「その他」には、手形債権流動化による留保部分が25百万円含まれております。なお、これに対応

する手形譲渡残高は105百万円であります。

　

※３ 四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債務の会計処理

四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債務の会計処理は、満期日に決済されたものとして処理してお

ります。

当第３四半期連結会計期間末日(金融機関休業日)が満期日にあたり同日決済されたものとして処理した満期手

形及び電子記録債務の金額は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

受取手形 ―百万円 752百万円

支払手形 ― 1,056

電子記録債務 ― 1,218
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※ 固定資産売却益

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

社員寮の売却によるものであります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間に係る四

半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形

固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

　
　
　

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 1,435百万円 1,357百万円
 

　

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

   配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 291 利益剰余金 8 平成25年３月31日 平成25年６月28日
 

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

   配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 364 利益剰余金 10 平成26年３月31日 平成26年６月27日

平成26年10月28日
取締役会

普通株式 182 利益剰余金 5 平成26年９月30日 平成26年12月１日
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 仮設鋼材 建設機械 合計
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額(注)２

売上高      

  外部顧客への売上高 53,305 8,286 61,591 ― 61,591

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1,510 1,079 2,588 △2,588 ―

計 54,814 9,365 64,180 △2,588 61,591

セグメント利益 2,484 1,186 3,670 △162 3,508
 

(注) １ セグメント利益の調整額は、連結調整△162百万円であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 仮設鋼材 建設機械 合計
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額(注)２

売上高      

  外部顧客への売上高 56,432 8,722 65,154 ― 65,154

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

2,060 1,205 3,264 △3,264 ―

計 58,492 9,927 68,419 △3,264 65,154

セグメント利益 4,169 1,363 5,532 △223 5,309
 

(注) １ セグメント利益の調整額は、連結調整△223百万円であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 60円59銭 106円44銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(百万円) 2,206 3,875

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 2,206 3,875

   普通株式の期中平均株式数(千株) 36,404 36,402
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成26年10月28日開催の取締役会において、定款第38条の規定に基づき、平成26年９月30日現在の株主名簿及び実

質株主名簿に記載された株主に対し、会社法第454条第５項に定める剰余金の配当(中間配当)を次のとおり行う旨決議

いたしました。

① 中間配当による配当金の総額 182百万円

② １株当たりの金額 5円

③ 支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成26年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月３日

ジェコス株式会社

取締役会 御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 谷   上   和   範   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 市 之 瀬         申   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 稻   吉         崇   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジェコス株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジェコス株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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